
室温がま定すると、 

遠ホか線！^よるふく射熱で、 



サーキュレーション湿風 


いご, 


がき过し口鱼:圓か苗^ 
轟早く,パつフルに超巧 


吹き出し□全面か S 
ワイドに温風を . 
足ちとから \ 

吹さ出し、 

低く遠くまで 
暖かさを 
お届けします。 



變 


H 防んわ。暖房。 

の冠厦ムラ:ら迎」ちちず •、 



蕭ふがかフルワイド床暖房温風で、 
お#屋をむ地よ < 暖房します。 



义時のにおい成分を 
吸着して、においを低減します。 

ン①発お「7イナスイオンによる消臭 J をマイナスイオンサインでお知らせしまず。… 



ぶ. aipifg 




マイナスイオン 


マイ證オン 


なさ苗に巧だて 


マイナスイネ:/ミ 


に乗だて 


マイナスイオンを 




イオン消臭 


やすらざ暖房 


通風モ 


遠ホモードとちマイナスイオン発生 
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取扱説明書 I 保証書別添付 I 

石油遠ホヒーター 

品* A J - F 4 己 A 

〔強制通気お開放式石油ストース 

このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとラござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明書と保証書をよくお読 
みのラえ、ご家族全員で安全に正しくお使いください。 
お読みになった後、「保証書」とともに大切に保管し、必要な 
とをにお役立てください。 

保証書は r お買い上げ日•販売店名」などの記入を必ず確かめ、 
販売店からお受け取りください。 



保証書別添付 


A 注意 

を H した持ちおしな油 

使用が禁 


ガソリン厳禁 
使用燃料:な油 


スプレー巧おお 


度る とま消火 


KEROSENE ONLY 


お使いになる前に 


使いかた お手入れ•保管•その他 





































































f 必ずお守りください） 

巧にを意していただをたいこと 

お使いになる人や他の人へのち害•物的損害を未然に防止ずるため、必ずお守りいただくことを、なのように 
説明していまず。 


I 表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明していまず。 


A を巧 


この表示の欄は、「人が死 t または重傷を負う危険、または火災の危険が 
切迫して生じることが想定される」内容です。 


A 警告 


この表示の欄は、「人が死 t または重傷などを負う可能性、または乂災の 
可能性び想定される」内容でず。 


A 注意 


この表示の欄ホ、「人が傷害を負う可能性や物的損害の発生び想定される」 
内容です。 


I お巧0いただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明していまず。 




この絵表示は、してはいけない「禁止」内容でず。 


この給表示は、必ず実行していただく「指示」内容でず。 


么を巧 (DAN 触 ) 


■ガソリン厳禁 




KEROSENE ONLY 
ガソリン厳禁 


I ガソリン、混合油（農機 
具用）など揮発性の高い 
油は、絶巧に使用しない 
で < ださい。 

火災の原因になりまず。 
口油 （ J 旧1号な油）を 
使用して < ださい。 


A 警告 MING) 


ご巧用中 



Iスプレー宙厳禁 



殺虫剤などのスプレー吿を 
通風のあたるところに絶巧 
に放置しないでください。 
熱でスプレーちの圧力が上 
がり、爆発し、危険でず。 


• 換気せずに使庙しつづけないで 
ください。酸素が不足ずると、 
不完全燃焼し、一酸化炭素など 
が凳生して中毒になるおそれが 
あ0ます。 

また、乳幼児や呼吸器疾患などの 
かたは、体調不良になるおそれび 
友0ます。 

窓の凍結や地下室など換気び十 
分に行えない場所では、使用し 
ないでください。_ 

■寝るとを消义 


〇 



• 寝るとをやが出ずるときは、 
必ず消乂して < ださい。 
予想しない事故が発生する 
おそれがあ0まず。 


A 警告 (WARNING) 

ご使用中 


■温風吹出□をふさびない 

0 


♦衣類、紙などで遍風肤出口や前面ガード、 
を気取入□をふさがないでくだをい。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や义災 
の原因になります D 


■電源コード•電源プラグを傷めない 

& S ち^" 

( 曲げる、ねじる、引っ張るなど無理な力を加え’ 
たり、离湿部に近づけたり、重い物を乗せたり、 
束ねたまま使用しないでく ださし、。 

また、猩源プラグを巧くときはコードを持って 
引き巧かないでください。 

•傷んだまま使用ずると、火災や感電の原因 
になります。 

♦コードやプラグの修理ま、販売店にご相談 
<ださい。 

■コンセントや配線器具の定格を超 
える使い方や、交流 lOOVUi かで 
の使用はしない 

Q 


•たこ足配線等で、定格を超えると、発熱に 
よる义災の原因になりまず。 


■ 電源ブラグは確実に是し逆む 




■可燃性ガス使用厳禁 

Q # 石油遠赤ヒーターを使用している 
部屋で、可燃性ガスぴ発生ずるち 
の（ベンジン、シンナ ー） や、ス 
\| , プレーを使用しないでくだをい。 

、 がろ'-义災や故障の原因になりまず。 

2s 


■ めれた手で電源プラグの巧き差し 
はしない - 



■電源プラグのお手入れをずる 

© ♦ときどき、プラグを巧きほこり尊 
を乾いた巧でふきとつてくださし、。 
♦プラグにほこり等がたまると、湿 
気善で絶縁不良となり、义災の原 
因にな0まず。 



■デジタ Jl / 表示き B に rH 83 J と 


〇 



プラグはコンセントにお元まで差し这んで 
くだをい。また、傷んだプラグ•ゆるんだ 
コンセントは使用しないでくだをい。 

善しをみが不完をでずと、感電や発熱によ 
る乂がの原因になりまず。 


表示した5、使用しない 

Q # 異常燃焼し、火災の原因になりまず C 
♦販売店へご連結ください。 




















A を意に AUTION) 


給油 


I 給油時消义 


I 油漏れ確認 


〇 

風 


〇 


•給油は必ず消义 
してか5行って 
<ださい。 

义災のおそれが 
ありまず。 


♦給ミ由□□金は正しく、確実 
に締めてください。 

♦ □金を斜めに締めたりする 
と、簡単に口をががれて、 
乂災のおそれがありまず。 

• 給油口 □金を下にして、油漏 
れがないことを確かめてく 
ださい。 


■居室巧給油 
禁止-給油 
時义気禁止 


りを: 

\i 


I 変質した 
持ち越しむ油 
使用厳禁 


0 




給油は必ず居室が 
の乂の気のないと 
ころで行ってくだ 
さい。 

乂がのおそれびあ 
0まず。 


I 持ち越したな油、 
巧油 L ソがの油、 
水、ゴ S が混入 
した巧油などは 
使用しない。 

I 異常燃焼や故障 
の原因 I しなるお 
それがありまず。 


ほ用ずる場所 


I 可燃物か5離ず 


〇 


— - 

100cmlU_h 

山 


I スプレーや化学薬品を I ■高地（標高1已〇 Om 
使巧ずる場所で使わない 上）使巧禁止 

(巧•美容院、クリー ニ ； A 
ング店、メツキ、塗装、 

脱脂、洗を工場など） ^ 


1己 cmiy 上< 


IBcmliLt j 
*15 crJuU 上 I 


Q 


-lOOcmt 


ふずまや障子などの可燃物から 
上記の距離をと5ないと火災の 
おそれがあ0まず。 

■次の場所では使わない 


フ□ンガスや塩素系'沼剤は有毒 
なガスの発生により、健康を害 
ずることになりまず。また、鏡 
やガラスなどを傷め、金属びさ 
びたり、繊維製品の変色、損傷、 
器具の故障の原因になることが 
あ0まず。 


不完全燃焼ずるおそれがあ 
りまず。空気濃度が薄いの 
で、正常燃焼の確認と換気 
に注意してください。 


0 


♦水平でない場所、不安定な場所 
• 不巧定な物を乗せた側などの下 
参風のあたる場所や部屋の出入口、匡が 
• 可燃性ガスの発生ずる場所‘たまる場所 
• 人のいない場所(温室、飼育室など） 


♦ マントルピースなど石油遠赤 
ヒーターが 囲われる場所 
• ほこ0、湿気、金属粉のをい場所 
♦ 超音波加湿機を使用している 
部屋 


•直射日光があたる場所 


給油タンク巧の空気が膨張 
し、巧袖びあふれ出て、油 
漏れの原因になることがあ 


乂災の原因になることがあります。不完を燃焼の原因になることがありまず。ります。 


A ミ主意 (CAUTION) 


ご使用, 


力ーテン、可燃物近接禁止 


0 


wW 



♦カーテンや巧類•ふとんなど燃えやずいものの 
そばでは使用しないでください。 

乂災のおそれがありまず。 

タイマー予約ずるときも、可燃物がそばにない 
か確認してください。 


I 異常時使用禁止 

0 讀 


♦すすの発生、におい、炎の色など異常を感じた 
ときや油漏れがあったときは使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれびありまず。 

運転スイッチを「切」に已、里源フラグを巧き、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 


I 涵風吹出口に異物を入れたり、 
放置したりしない 


Q 



な7 /\な 


I 高温部に手などふれない 




I 接触禁止 



>温風げ出□や吹出口巧部に紙、巧、プラスチッ • 燃焼中や消乂直後は、温風吹出□に手などふれ 
クや、マッチ、ガスライターなどを入れたり、 たり、内部に手を入れたりしないでください。 
放置したりしないでください。 やけどのおそれがあります。 

発火'や破裂の原因になりまず。 


I 温風に直接長時間 
あたらない 


Q 




♦ 低温やけどや脱水症がになるおそれがおりまず。 
• 温風を直接吸い込まないでください。 

気分が悪くなる原因になることがありまず。 

■ふ < が熱に長時間あたらない 


Q 


ふく射熱に長時間あたると、低温やけどや脱 
がおがになるおそれがあります。 


r ほ湿やけど」について 

•は駭的おい温度 （40 で〜目日 TC ) でも長時間 
皮ふの同じ所び熱せ5れると、熱い、痛いな 
どの自覚症状がなくてち低温やけどのおそれ 
がありまず。 

♦次のような方は特にごま意を！ 

•乳か巧、お年寄り、おふの弱いち 
•眠気を誘う薬（睡眠薬、かぜ葉など）を服用 
された方 

•深酒•疲労の激しいち 


特におモさまやお年寄りなどのご自分で操作でき 
ないちが使用するときは、周囲の人が十分ま意し 
てください。 








I 電源プラグを巧いて 
消义しない 




A を意 (CAUTION) 


ごほ用について 

I ■水をかけたり、 

' 重いものを乗せない 

I Q 


I 持ち運ぶときは火を 
消して給油タンクを巧く 




ぃ消乂後、送風が止まるまで雷源 i ♦水の入った容器や物を上に乗せない 
ブラグをおかないでください。 I でください。水が巧部に入ると感電 
温風空気取入口や天板が高温に や故障の原因になることがあります。 
なり、やけどやが障の原因とな ♦本体の上に乗5ないでください。 
ります。また、強いにおいがで 天板びへこんだり、やけどのお 
る原因にな0ます。 それがあります。 

■ 石油遠ホヒーターを使用している部屋では 
シリコーンを使わない く 


0 



♦ 傾けないよラに静かに運んで 
<ださい。特に階段などでは 
油馬れのおそれびあります。 
•引っ越し等の運搬時は必ずな 
油をおき、傾けたり、横倒しの 
状態で運撇しないでください。 

■熱に弱い床面には 
マツトなどを敷く 


>本体おくでシリコーン配合の枝毛用コート液’化粧品-つや出し剤 
などは使用しないでください。燃焼部にシリコーン酸化物び付着し 
、異常燃焼や点乂ミス、途中消乂の原因になることがありまず。 

/シリコーン配含の商品には下記のようなものびありまず。 \ 

ヘアケア商品（ヘアートリトメント、ムース、枝毛用コート'巧） 

V ガラスクリーナー、制汗剤、力ーワックス、イヒ学ぞうまんなど/ 


■ほこりの除去 


〇 




、□フイルター 


I 燃焼-温風空気取入ロフィルタ 
一は、遏1回上必ず巧除して 
ください。ごみ、ほこりなどで 
フィルターがつまると、異常燃 
巧のおそれびあります。 

■保管時は巧油を巧く 


〇 


• 本体を廃棄化分するときは、必ず給 
油タンク、油受 m 巧の灯油を市販の 
給油ポンプ等で巧を取ってくださ 
い。 （ ぺージ）丹油び入ったま 
ま廃葉するとリサイクルの際思わ 
め事故になるおそれがありまず。 

■お手入れずるとをは 
本体びをえたを、 

電源プラグを巧いて 


I 保管するとをや長時間使用しな 
いときは、必ず灯油を巧いて< 
ださい。 （03=^28 ぺージ） 
傾けてたり、横倒しのが態では 
保管しないでください。油漏れ 
や火災のおそれがお0まず。 


か5行ラ 

を 


電源プラグ 
を巧く 

♦感電-やけどの原因になること 
びありまず。 


〇 


I 熱に弱い材質の床面は変色、ヒ 
ビ割れ、そり返0などが発生す 
ることがあります。また、ほこり 
やたばこの煙などで変色ずるこ 
とちあります。保護のため熱に 
強いマツトなどを敷いてください。 


点巧-お手入れ-お棄 

! ■廃棄ずるときは i I 

i な油を巧く ! 


■分解修理-改造の禁止 

分解禁止 

I 改造して使用しないでください。 

I 修理技術を政がの人は絶巧に分 
解、修理は巧わないでくださし)。 

I 故障、破損したら、使用しない 
で<ださい。異常燃焼や火災の 
原因になることがありまず。 

■長期間使用しないとき 
は畢源プラグを巧く 


涅源プラグ 
を抜< 


义がや予想しない事故のおそれ 
があ0まず。 


雜 


る部のなまス 


.IP 

m 




































を部のなま无とはた 5 ま 


表示部 
操作部 


eco ポタン•ランプ 


参 eco 運転に使用。 

(陳 ] 7ぺージ） 

(点巧 : eco 運転中。 

•3 秒間押ずと時刻合わせに 
なりまず。 

(豚] 〇ぺージ） 


暖房モードポタン•ランプ 


ボタンを巧すごとに 
r 自動」•惜ホ」•「温風 J モード 
に切り換わりまず。 

(厮16ページ） 

♦自動ランプ 

C 点な) :「自動」モードで運転 
しているとを。 

•适ホランプ 

C 点打）：惜ホ」モードで運睛 
してし > るとを。 

• 温風ランプ 

鳩 口) : r 温風」モードで運扇 
しているとを。 


給油ランプ（文宇ランプ） 


(点な）：油切れ予告。 

(給油タンクが空のが態） 
(厮13ぺージ） 




5秒間 

( I ' M ): 消乂がぶいとき、または 
油切れ消乂時。 

油切れ消乂時はデジタル 
表示部に「川3」を表示。 
(厮22ぺージ） 

10秒間 






設定温度/時 


國 . 


ク U —ニングボタン 


♦クリーニング（から焼を）の 
とさに使用。 

(献26ぺージ） 

♦マイナスイオンサインが点 I な 
中に3秒間巧ずとマイナスイ 
オンサインを消'灯できまず。 
(献14ページ） 


タイマーポタン 
ランプ 


タイマー予約の開始、取り 
消しに。 

((^18、1目ぺージ） 

置君）：タイマー予約- 
タイマー運乾中。 

逼 E ): タイマー運乾の 
終了予告。 



(点な）：油切れ消乂ま 
での運転時間 
のめやずをデ 
ジタル表示部 
に表の0 

dS ): 給油をお知ら 
せするプヴー 
が鳴っている 
とを。 

(爾13ベージ） 


室内の換気が必要 
なとき、不完全燃 
焼防止装ちび働く 
と (点滅） 

自動消义します。 


表示部は説明のため、全部表示したちのでず。実際の運転のときは該当部分が表示されまず。 


遠ホパワーランプ 


•遠ホパワーランフ 

dS ) :階就モードで運乾しているとき、 
「強」、 r 中」、 r 弱」で遠赤パワーを 
表巧〇 

E ] またはので階」、伸」、閱」 
に切り換えられます。 


湿度/遠ホパワー 
タイマー調節ポタン 


時計の時刻合わせ、遠ホパワー 
の調節、温度調節 • タイマー予約 
の時刻をわせに。 

(豚10、1目、17、18ページ） 


運転スイッチ 
運転ランプ 


運転開始（点义)、消乂 
ずるとさに。 

•(原14、15ぺージ） 

魚で）：運転中 

dE ): が障•異常時 

@2): 停止中 



度/遠ホパワー調節 


画漏团 


タイ7—調節 



レ表示部 I スピード点 


デジタル表: 


>運扇スイツチ r 入 J ——設定温度と室内温度を表示。 

I 運乾スイツチ「切」一現在時刻を表示。 

:(コ□ン）が点滅。 

I チトイルド□ツク時一に ij を表示 
I タイマー予約時——設定時刻を表示。(約10砂間） 
'給巧タンクび 

「空」になったとき一残りの運転時間のめやすを 
/かなくとも表示時間 1 U 上燃、 



点乂時間を早めたい 
ときに。 

(頓=20ぺージ） 

スピード点 
乂をセット 
したとを 


故障-異常時- 


t 焼しまず。 ([^13 ぺージ） 
自己診断表示記号を表示。 
(臥22、23ぺージ） 


3時間延長ポタン 
ランプ 


♦運転を継続•延長ずると 
きに。 （0^=1 已ぺージ） 

( S ): 消し忘れ消乂装置 
による消乂の予告。 
(ピ ピツビピツ） 

1日抄間 

(点の :自動消义中。 

♦ 3 秒間押すと、チヤイル 
ド□ツクになります。 
(豚15ページ） 





































ご使用前の準お 

点义ずる前のを備と巧認 

1 石油遠ホヒーターを取り出す 

I •各部の包装部材を全て取り除きます。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 

1 欠のことは、工場での燃焼テストによるもので、異常ではおりません。 ' 
• 油受皿に少量の打油が残っている。 

•給油フィルターがめれている。 

I •温風吹出口より見える燃焼筒（炎をかこんでいる筒）が変色している。， 

^水平を確認ずる 

^ • が平で丈夫な床面に設置してくださし、。 かで… n \/ 

3 ♦水平でないときは、水平な場所に移動ずる。 ' j't ^ 

電源プラグをコンセントに是し込む— 

• コードホルダーを開き、電源コードをのばして差し込む。 

_蜜源コードをまねたままにしないでください。 

•が lisia 

•電源プラグをコンセントに差し込むと、デジタル表示部に 「 U 10」と表示し、運おランフが点滅ずること 
がありまずが、運転スイツチが「入」になっていたためで、異常ではありません。 

運転スイツチを押して、「切」にしてください。デジタ;馈示部が 广 になり、運転ランプが消むしまず。 

ご使用前の準偏 

時計の合わせかた 


_ 。 。 のを站 r / 時室巧おか巧 がなホ/巧-訓》 

□ 国 □ じ ]1 囚 .• 國曰田 I 己 □() 

けけ巧。 タイ？-瞄 i 一一*- 


ecD | を3秒間押ず 


時刻合せ 
(3 巧巧し） 
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- I または [+1 を巧し、 
時刻を合わせる 

♦ 時計を進めるときは 圧] を押し、 

ちどずとさは E ] を巧ず。 

• 1回押ずごとに1分単位で変わりまず。 
♦押し続けると、1日分単位でをわりまず。 


を巧ず 


デジタル表示部 

、|ハ I / • \ 1/\1 / 
/ 1\/1\ ■ /\\/\\ 


因••區 ) 
眉！) ••目幻 

陋麵 


3 eco 

時刻合せ 
(3 巧巧し） 


〔お知らせ 


• 電源プラグをおくと、再度時計の時刻合わせをやりなおす必要がありまず。 
•夜中の12時の場合、表おは I 幼：のなです。 

m 


初めて使用ずるときや、 
蛋源プラグをコンセント 
か5巧き再度差し込んだ 
とを点滅しまず。 


最ネリ、午前5時00分が点な 
しまず。 

飞— 一 

〈現なの時刻び 
午後3時30分の場合> 


I デジタル表示部のコロンが 
点滅し、 時計が動きます。 


ご使用前の準備 

巧用燃料について 

燃料は必ず巧油 ( JIS 1号な油)を使用してくださし、。 


么を巧 【 DANGER) 


ガソリン厳禁 


(§) 

ガソリン厳禁 


ガソリン、混合油（農機具用）など揮発性の 
高い油は、絶巧に使用しないでください。 
义災の原因にな0ます。 


好油とガソリンの見分けかた 


指先につけ息を吹きかける。 

(乂の気のない所で巧ってください。） 


灯油は If ガソリンは 
めれたまま j しずぐ乾< 


区別がつきに < いときは、お買い上げ1 
，の燃料店にお問い合わせ<ださい。， 



A を意に AUTION) 


を質打油-不純な油は使わない 


0 


変費した持ち越し巧油 
使巧厳禁 



♦異常燃焼や故障の原因になることがありまず。 

変費好油 

♦古いむ油（巧シーズンより持ち越した灯油） 

• 日光の当たる場所、高想の境所で長期間保管した丹巧。 

f 特に乳白色のポリ容器や容器のふたをあけて^ 
、長期間保管したちのは変質します。 ) 


極度に変質したちのは黄色味がかつたり、 
酸っぱい臭いがします。 


•点义しにくくなったり、白煙が出ます。 

•消义時のにおいが強くなったり、点乂しても 
ずぐ消えたり、暖ま5ないようにな0まず。 
•燃焼び悪くなり、においがしたりして、巧全 
装置び作動します。 

不純な油 

•灯油ながの油（てんぶ5油や機械油、重油、 
ガソリン、シンナー)などがほんのわずかでち 
混入した好油。 

鲁水やごみ、ドラム宙のさぴなどが、混入したな油。 
• 巧油水な剤や助燃剤を添加したな油。 


I い: 

に 
I な 



万一を質な油や不純灯油を使用したときの処置 

不良な油を除さ、給油タンク、巧受皿の內部をきれいな巧油で洗い、 
からご使用ください。 （26 ぺージ「クリーニング（から焼き）」） 
それでも効果のないときは、お貢い上げの販売店にご相談くださし、。 


クリーニング（か5焼き）をして 
(分解-点おが必要でず） 


な油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 

を質な油、不純な油が原因でサービス巧依頼されたときは、保証期間中でも 
保証の对をがとなりまず。 


巧油の保管のしかた 


义気、雨水、ごみ、高湿及び直射日光を避けた場所に必ず保管ずる 


♦ な油は翌シースンに持ち越さない。 

シーズン終了前に使いきってください。 

•巧油は直射日光を猫す、青や赤など着色された 
ポリ容器（巧油巧）で保管してください。 

ポリ容器のふたは確実にしめてください。 


>ポリ容器に雨水が 
かからないよラに。 
ポリ容器のな油に水 
が混入し、燃焼不良 
の原因になります。 


间 - 

良い保管 



悪い保管 


















ご巧用前の军備 

給油のしかた 

_必ず消火してか！3行ってください。_ 

A 給油タンクを巧0出し、 

I 逆さにし、□ををはずず 

〇下死耐療由配查硫死旅つ 

①口金八ンドルをにぎり、② AEP と「開く」の▽印をきわせ、 
下へ強く巧しっけながら 口金八ンドルを上に持ち上げる。 

左へ90度回す。 |1 V AEpt ril<J 〇 

/ / U ▽巧を合わせる 


参槪焼中に給油タンクを取り出すと、給油時消乂装置 
び作動し 「 U 12 J を表示し消义します。 

•給袖タンクを取り出ずときは、こぼれた油はふき取る。 
参口金に砂やごみがついたり、入ったりしな 
いよラにま意ずる。（回転び重くなりまず） 
•給油口、□金にさび、変形、回転不良およ 
び破損がないか確認ずる。 

な茜 =*24 ぺージ r 給油タンクの点検」） 


巧し n 

ながら* I ‘ 


を79。|稱111 

給油ずる 



>給油タンクを下図のようにして、 
油呈計を見なが5、上限をこえな 
いよラに給袖する。 



-餘宙口 /气'油置計\ 


上限 

I 油び入ると 
、心黒くをわる ノ 


お油タンクとつて- 


こ給油タンク 


3 


口をを締める 


广八 ンド則ゴ給油ロロ金の締めかた ） 

① A 印と「開く」の▽印③口金八ンドルをにぎり、下へ巧し 
を含わせる。 つけなび5ちへ90度、とまるま 

•、 で回し、 A 印と「閉じる」の0印 

V ををゎせる。 ノ 

を^衫乂 觀〜 / TW 、/ 


際 


4 


治巧タンクを本なに旨め M こもどず 

♦餘'由タンクとってを前を方向にをわせ、本 
なにセットずる。左ちち向は巧まっています。 
参な巧が油受皿に入るまで約1分待って点火ずる。 


口をの周囲に青色の線が出ているのを 
確認ずる。 



• A 印と「閉じる」の0巧が合っている 
ことを確認ずる。 

• こぼれた巧油はよくふを取る。 

• □金を下にして、灯油漏れがないか確認ずる。 
•青色の線が出ていない場合は、ちラー度締め 

直してください。 

6肋贴 

• 給油口周辺び夕少黄色くなることが 
ありまずが、異常ではお0ません。 
•□金が確実にがまっていないと、口をか 
ら巧油び漏れて乂災のおそれがあ0ます。 
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ご使用前の準備 

給油のしかた 

ぶず消义してから巧ってくださし、。 


お願い ( NOT に E ) 


• 口金八ンドルを利用して総由タンクを持ちはこぶとき、1本では不ま定となりまずので2本の口金八ン 
ドルを持ってください。 

• 給油□が変形しまずと油漏れの原因となりまずので、ぶつけたりしないでください。 

参給油タンクを落とずと、迪が焉れた0、ケガをずることびありまずのでご注意ください。 

• こぼれたな油はふいて<ださい。 

• 口金の周辺やくぼみに巧油がこぼれたら、布などでふき取ってください。 

下に向けたときこぼれます。 

•そのとき、スキマに指を達し込むとケガをしまずのでミま意してください。 



残り燃巧時間表巧 I しつし、て 給油タンクの油がなくなった時表示 


I ra と暨1]表示び点灯。ブザーが5秒間鳴り、デジタル 
表示部に油切れ消义までの運転時間のめやすを表示します。 
• 30 と表示。残り燃焼時間は約30分の意なでず 


關 

^__ 3 扣 


2 表示は30、20のように10分きざみで切り替わってい 
をまず。20のときはブザーび日秒間鳴りまず。10にを 
わって油切れ消义までは10 ;の表示を続けまず。 


3 む油切れが近づくと、ブザーが日秒間鳴り P 西が己秒間扁 
おを、点な。剛が点'滅しまず。 


点巧後、点な 










巧い口 1 に 


点义 • 消义のしかた 

まをのため運転開始後3時間で自動消乂します。 


設を IS 巧ミ加もお 


□□□ D 「國.•回□晴 

一 ■ ■■ ■ U ) I，，イ W 


飄紙 


わイブク 
做け WU 


点乂-消乂 


燃焼確認窓か 6 炎のげ態を確認ずる 



燃焼確認窓 


正常燃焼（青色の炎） 

•次のような場合は異常ではありません。 

=>黄色の炎が時々まじる。 

=>弱燃焼時に網の部分びホ < 見える。 

異常縣焼请乂燃焼） 

• 次のよ5な場合は異常です。 

=>大きな黄乂が出る（すず発生の原因になります） 
づ音やにおいがずる。 

•運転を止めて、お買い上げの販売店へ連絡して 
<ださい。 


細 laa 

•扁乂時、「パチパチ」と音がしたり、数回「カチッ」 
と音がして、お部屋の照明が一瞬変化ずることがあり 
まずび、異常ではありません。 

•運転スイッチを「切」にした状態でち、約 3 W の電力を 
消費していまず。 

•マイナスイオンサインを消したいとき 
運転やにクリーニングボタンを3秒間押してくださし、。 
再度3秒間押ずと、点灯しまず。 
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お願い （NOTICE) 


• 超音波加湿機を使用している部屋では石油 
遠ホヒーターを使わないで<ださい。 

赤掲色の炎になったり、か質によっては石油 
遠赤ヒーターが故障ずる原因になります。 


消乂ずる 


辭)を巧ず 


消乂 


I 運起ランプが消灯。 

I 燃焼び停止し、一旦送風が止まり、再度送風して約3.己分 
後運乾が停止しまず。 

I 運転スイッチを「切」にしてか5マイナスイオンサインが 
しば5 く点滅します。 

>遠ホゾくネルランプが点灯しているげ態で消火したときは、 
徐々にランプび消巧しまず。 


/継続 A _ 

夢長ずる y 

部屋の換気をしてから 

fll を押す 


ま全のため運転開始後3時間で自動消乂します。 

(消し忘れ消乂装置により、万一の事故を防ぐため) 

♦ 運転ランフが消阿します。 3禮 

♦ 3時間延長ランプび点なします。 ' -> 

•運転中はいつでも押したときか5 

3時間運転を継続できまず。 三！/ . pp - 

• 2時間45分経過したとき 刚 巧倫金 

3時間延長ランフび点滅。 [ii \ UW ぶ rsj 


ピッヒピッ） 
(10 秒間） 


この時に fWl を巧ずと、 

消义せずに運起を3時間継続できます。 

♦ 自動消火したとさを巧ず。 

3時間延長ランフび消巧。 庭長 

巧したとをから3時間運転しまず。 


チャイルド □ ックのしかた類認譜 r : 雜誠線。;て;!誌 n ,, 


蕾 II をピッという音び 
蒜蒜鳴るまで約3秒間押ず 


運起中でも運起していないときでも、チャイルド □ ジクできまず。 

• デジタル表示部ににごと表示します。 

]. 「广, 

_I .ししし I 


取 D 消ずときは再度 I 恐 I をピーという音が 
鳴るまで約3抄間巧ず 


I デジタル表示部のに!]といラ表示が消えまず。 


屈デジタル表示部に固を表示しているとをはずべての操作ができません。 
♦ただし、運転中は運乾スイッチを I ■切」にできまず。 

•チャイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 

♦涅源フラグを巧いたり、停崔した場ち、チャイルドロックは取り消されまず。 


1 已 





使いかた 

巧房モードの切り巧えのしかた 


r 自動」、「遠赤」、 r 温風」の3種類の暖房モードを選べます。 



1 


運転)を押ず 

切/んノ（運転中は押さなくてよし、） 
I 運乾ランプ点打。 


ク网を押ず 

♦巧ずごとに 


押ずごとに 
r 自動」一「遠ホ」一「温風」一「自動」 • 
順に暖房モードび切り換わります。 
段 动 

r i お 司 ♦[ 

□广 


•の 



自動」モードにすると 

設定温度に応じて、「温風」と「遠ホ」の兩方の 
モードを自動のに切り換えて室温をコント□ール 
しまず。 


♦「遠ホ J モードにずると 

遠赤ふく射と微温風でお部屋を暖めまず。 


「温風 J モードにずると 


設定温度に応じて r 強」〜 r 顏」の運転を自動的 
にす子い、室温をコントロールしまず。 


< 



♦「自動」ランプ点灯。 

♦ 12でから3日での範囲でき温調節ができます。 
室通が設定湿度になるまで「温風」運転になりまず。 
設定溫度になると r 遠ホ」運転になります。 
r 遠就運転中は遠ホパネルランプが点なしまず。 


•「遠赤 J ランプと遠赤パワーランプが点な。 

>運転開始後約2分間は r 温刷運転になり、 
その後「遠赤」運転になります。 

I 遠/赤パワーランプはに)、田を押すと、 
r 強」、 r 中」、「額」の3段階に切り換わりまず。 
H を巧すと弱くなり、と]を巧ずと強く 

なりまず。 R 1 fn rn 

I r 遠就運転中は遠赤 
パネルランプび点呂 W 質# □ 
します。 □日圆 


r 温風」ランフ点な。 

12でか!53日での範囲で室溫調節ができます。 


•刷 Bia 

• r 遠ホ」モードの「強」または「中」に設定され 
ていても室温表示び30で1^上のと对ホ、「お」で 
運転しまず。 

• r 遠ホ」運転中は上吹出□か5お部屋の空気を循 
環させる微温風と溫風吹出口から足もとを暖める 
温風が出ます。 


♦ r 遠ホ」運転しているときは、前面ガードが青く 
なりまずが、遠赤パネルランプが点打しているた 
めです。 

(遠ホパネルランプの消費電力は最大で約1 W です) 
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使いかた 

ま温調節のしかた 

「自動」または「温風」モードで室温調節できます。 


□質 □ Sir [£ D |-[75 



巧を涅を/時ミ巧 M / 巧 


運転^ホ巧ず 


(運黯中は押さなくてよい） 


運乾ランプ点巧。 


2 

3 


願トド 


を押し、 r 自動」 
または r 温風」を選ぶ 

♦ 自動または溫風ランプ点巧。 


または 一 を押ず 


♦押し続けると連続して温度が変わります。 
♦一度セツトずれば記憶されます。 


< 



室溫調節 


溫度を下げるとを 

を巧すごとに rc ずつ下がります。 


(例） ?己> !弓 > 旧い-!3 


湿度を上げるとき， 

厅1 を巧すごとに rc ずつ上びります。 


(例） 國>1 台，'卜 を 合 1*^ •叫 3口 


I 押し続けると連続して温度び変わります。 
>一度セツトずれば記憶されます。 




♦電源プラグをコンセントか5抜いたり、停電した 
ときでも暖房モードと設定温度は記憶されていま 
ず。再度セットずる必要はありません。 

♦室溫の表示は、室内平均溫度のめやすです。 

設置条件等により必ずしも寒暖計の溫度とは一致 
しません。 

♦給油ランプが点'なしているとき、燃綱ま r 弱」に 
なりまず。 


♦室温び〇で^ツ下でも「0」が表示されまず。 
♦暖かい曰（秋□や春先など）狭い部屋でご使用に 
なる場合、室温が設定温度よ D 上昇ずることがあ 
ります。（暖房負荷がルさいために、弱燃焼でち 
暖めずぎになりまず）このようなとをは SCO ボ 
タンを押してください。 


使いかた 

eco 運巧のしかた 

暖めずぎを防止して、節約暖房したいときにご使用ください。 


1 
2 


運転^を巧す 

切/入 ノ （運転中は押さなくてよし、） 
•運転ランプび点な。 


eco 


を巧ず 


• eco ランプび点!打し、 eco 運転を開始 
します。 

•運乾スイッチを「切」にしても、一度セッ 
卜すれば記憶されます。 

♦取り消ず時は再度ボタンを押してください， 


t 柳 MEi 

• eco 運転中は室温が設定温度より低めに（最大 
2で）表示することがありまず。 

•タイマー予約にすると eco ランプは消なします 
が、 eco 運転は取り消されません。 

♦電源プラグをコンセントから抜いたり、停電した 
ときは eco 運転の設定は取り消されます。 

•設定溫度より3で上がると消乂し、設定温度より 
rc 下がると点乂します。 

eco ボタンを巧ずと、時間に関係なく上記条件 
になると eco 運転になります。 

• r 遠ホ」モードのときは eco 運転できません。 


使いかた 
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巧レの V こ 


タイ 7 —モ約のしかた 

あらかじめお部屋を暖めておきたいとをにご使用ください C 


技をが_ミ巧视/分 _ M / a 巧バヮ-执〇 


□□因 ] [因.•國円田 !□□ 


運転 

、 切/入 > 


タイマー化 


/タイマー 
予約時刻の 
、合わせかた/ 


現在の時刻を確認ずる 

(原1日ぺージ） 

参現在の時刻を合わせていないとをは 
タイマー予約できません。 


2 城 S 類!； 


へ// (運乾中は巧さなくてよい） 

I 運転ランフが点巧。 

‘運転スイッチが「入」になつていないと 
タイマーず約でをません。 


ぅ I 夕巧- 


を巧ず 


参 タイマ ー 气ンプ 点な。 

• デジタル表を部の設定時刻が点滅。 

、,I ./ \_ '/ 

— C nn _ 

D U U 

/ I W , \ 

ZL と d または0を押し、 
時間を設定ずる 

• 臣]を巧ずごとに進み、 E ] を巧すとちど D ます。 
• 1回巧すごとに10分ずつ変わりまず。 

•巧し続けると表ちが連続して変わります。 

• 約5秒後運転ランプが消口し、燃焼中の場合 
は自動消乂します。 


お目ざめの時には暖か<なるよラに、予約 
した時刻より早く （5 〜15分前）運転を開 
始しまず。 

室温び16で未満のときはその曰のお部屋の 
温度によって点义する時刻が変わりまず。 
室溫わり6でな上のときは予約した時刻に運 
乾を開始します。 


r 時」「分 J び点おしている間に合わせて 
ぐださい。 

(例）午前6時30分に予約したいとき 
デジタル表示部の表示を 


ら： 9 Q に合わせる 


約日秒を自動的にタイマー予約になり 
まず。 

タイマー予約時刻の設定だけしたい場合は、 
y を巧してタイマー予約を巧り消して 
ください。 


お願い （ NOT に E ) 


>停ましたときやお源プラグを巧いたときは 
(再巧宝を巧拓ランプ点滅） 

デジタル表示部に 「 U 10」が表示されまず。 
運転スイッチを「切」にし、手順「1」から 
やりなおしてください。 
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I 地震や強い衝楚があったとさ 
給油タンクを巧いたとき（運おランプ点滿） 
デジタル表示部に 「 U 12」が表示されまず。 
運転スイッチを入れなおし、タイマーボタンを押 
して < ださい。 


タイマー予約、 
V のしかた ノ 


運転 

. 切/入 ■ 


ま全のため約1時間で 
自動消乂しまず。 

を押ず 

(運転中は巧さなくてよい） 


運転ランフが点な。 


2 h 

タパ- 


を押ず 


■ タイマー予約時刻が点滅し、 

>約5砂を「ピピッ」と音が鳴り、 

運転ランプが消灯します。 

燃焼中の場合は、自動消乂します。 

• 々イマーラ、ノフ卢巧- 

•タイマー予約時刻を表お。 （10 抄間） 

•約10秒をに時計表示に切り換わります。 

• 室温がおいほどあったかタイマー機能によ 
って予約時刻よりち早<運転を開始しまず。 
•ビーピーと10抄間鳴0、タイマーランプ 
点滅。 

•運転ランプが消な。 

♦ タイマーランフは点滅のまま。 


タイマー運転中 

予約時刻になると自動的に点乂 

冬 

消义ずる10分前 


約1時間燃焼し、自動消义 


燃焼中に I タィ 7- j を押す 


自動消乂さはずに 
続けて暖房したいとをは 


•タイマーポタンを押して、タイマー運転を 
取り消してください。 

• タイマーランフび消灯します。 


^タイマー^ 
予約の取り 
\消しかたノ 


♦ 

タパ- を再度押ず 

* タイマーランフ消打。 
參運馬ランフ点な。 

約2分後自動点乂します。 


•制打3 

•巧曰同じ時刻にお部屋を巧めておをたいとを 
運岳スイッチを「入」にし、タイマーボタンを巧 
すだけで予約でをまず。 

• タイマー予約をにタイマーす約時刻を変更したい 
ときは運転スイッチを入れなおし、18ページの 
手順「3」か5やりなおしてください。 


タイマー予約時刻について 
電源プラグを抜いたり、停電した場合は現在の時 
刻を設定しなおしてください。タイマー予約時刻 
は一度セットずれば記憶されまずので、予約しな 
おす必要はありません。 


使いかた 
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便いびた 


スピード点义のしかた 

早く点乂したいときにご使用ください。 


0 0 f ■ ■ - I 


MMm S 巧が/分 




なビ-ド点 J 
^のしかた 



あ5かじめ 
D を押してお< 

♦スピード点火ランプ点打。 

♦再度巧ずとスピード点义は取り消され 
まず。 

雜スピード点乂ポタンを巧してか510 
分経過しないとスピード点乂機能は風 
をません。 


スピード点义とは 


お出かけ前にあ5かじめ（運転スイッチを 
「入」にする10分切上前)、スピード点火 
をセットしておけぱ、が出か5帰ったとき 
すぐに点义できまず。スピード点乂は約 
10砂で点乂できます。頒常点义は約2分） 
点火時間を早めるため、運転スイッチが 
「切」でちパーナーを予熱ずるしくみにな 
っていまず。 

そのため平巧1日 0 W の電力を必要としま 
す。 

節電のためスピード扁乂を必要としないと 
きは、取り消してください。 



2愛)を押す 

♦運転ランプが点丹。 

4 約婦後 
♦目動点乂し、温風がでまず。 


スピ-ド点义が 
取り消しかた 



语ゴ I を再度押ず 


、お知らせ 


■スピード点火ポタンを巧してから24時間 LU 巧に 
点火操作しないと、スピード点义は自動的に取り 
消されます。 

■下記のことはパ'—ナーをず熱しているためで、冥 
常ではありません。 

•時々、「カチッ」と音がして、お部屋の照日月が 
一瞬変化ずることがあります。 

♦本体が約5日でぐ5いになりまずび、異常では 
ありません。 

• においびずることびお0まず。 


■空気のむだを防ぐため、次の場合はず觀しないよ 
ラになつていまず。 

タイマー予約中 

•スピード点义ランフは消巧しまずび、スピード 
点火のセツトは取り消されません。 

♦タイマー予約を取り消しても、スピード点乂ラ 
ンプは点巧しまずが、予熱していないためずぐ 
にはスピード点乂はしません。 

燃焼中 

♦スピード点乂ランプが点巧していますが、予熱 
していません。 


PO 


巧障かな？ 


修理-サービスを依頼されるまえに次の表に従ってもラー度お確かめください< 
^~~を ) r 原因（巧を装田) 1 [ 処ち方法^ 


点义ゃ消义のとを 


運乾ランプが点好しなし、。 
点乂しない。 


♦ 3時間延長ランプび点巧していませんか？ 
(消し忘れ消义ち B ぴ作面） 

♦ 坦源ブラグが抜けていませんか？ 

♦給油タンクび入っていない 
•チャイルドロックしていませんか？ 


運転スイツチを入れなおず。 
または3時間延長ポタンを巧ず。 


■ 



♦油がこぼれたままになっていませんか？ 

• を費灯油や不純灯細を使用していませんか？ 

•給油タンク受、油受皿に水がたまってい 
ませんか？ 

•運転中や消乂直をに里源ブラグをコンセ 
ントから巧をませんでしたか？ 


♦ (至源フラグをコンセントに差し込む^ 
■^ (]^巧タンクを人れる。 ^ 
み 巧ヤイルド□ジクを取り消す;^ 
み I 乾いた巧で亮全にふを取る。 

巧 保しいロミ由と入れかえる。 

若 I 給油タンク受、細受皿の水をあ 
ザ k 。 （屆=2己、2目ページ） 


運転中に巧源フラグをコンセン 
卜か5巧かない。 


>期めて使巧するときや、シー 
ズンはじゆに使用ずるとを煙 
やにおいが出る。 


耐觀塗料やほこ0が巧けるたゆでず。 


>点义時、消火時に「カチャ」 
と音がする。 


ノズルを開閉ずる弁の音でず。 


冥巧ではあ0ません。 


r パチパチ」、 r ボッ」音びずる。 


r ピチピチ」音びずる。 


点火]皮坦や点义時の着义の音です。 


点乂時、消乂時にを属が伸ぴ縮みする音でず。 


♦ スピード点乂をセツトしたのに 
スピード点义しない。 


>スピード点义セット中に停里や地展、強 
い街草がありませんでしたか？ 

• 点乂する10分 L 文上前にスピード点乂をセ 
ツトしてありましたか？ 


運おスイッチを「切 J にして、 
スピード点乂をセットしなおず。 


な乂ずる10分ムツ上前にスピード 
点乂をセットしておく。 


燃焼しているとを 


消火ずる。 

ランフび正しく働かない。 


巧源に異常な雑音び入った。 


電源フラグをコンセントか5巧 
さ再度入れる。 


►点乂してち燃巧がおく、部屋 
が暖まらない。 

>炎の状態び悪く、黄乂燃おや 
においが出る。 


燃が部の一部が赤くなる。 


「コトコト」音びずる。 


r ボコボコ」音びずる。 


•タールび付着していまず。 

•燃焼-温風空気取入ロフィルターがほこ 
りでつまっている。 

•換気不足のためです。 


がに热せられるためです。 — _丹 

]^ L • 巧磁ポンプが動いている音でず。 _ 

•燃焼中や消火をに油受皿に巧油び流れる 


クリーニングずる。((1^=^2目ぺージ) 


燃焼•温風を気取入□フィルター 
を掃除ずる。 


換気ずる。 


因 


音です。 


異巧ではありません。 


r ピチピチ」音がずる。 
r シュ ー 」音がずる。 


I 燃焼置が変化した時に金属が伸び縮みず 
る音でず。 


I 室巧温度表示が異常である。 


• 気化したむ油が吹き出ず音でず。 _ 

• 油切れになっていませんか？ 

♦室遍センサーが直射日光にあたっていま 


給油する。 （(^13 ページ） 


♦ 7イナスイオンサインび点むしない。 


せんか？ 

>本巧に逆風があたつていませんか？ 

>消灯に設定されていませんお^^~~ 


直射曰がのちたらない填巧にあ 
，動ずる。 . 


み体に逆風があたらないよラにずる〇] 
を巧除ずる。 (0^1 4ぺージリ 


タイマー予約しているとを 



au 上の巧目にしたびって、処ちしても異常がなお6ない 巧 合は、お頁い上げの販売店までご連給くださし、。 

























































異常のお知らせと処置のしかた 


デジタル表示部に自己診断表示び出た6… 

ま全装置び作動すると、運転ランフび点滅し、自動消乂しまず。 

また、デジタル表お部に故障•異常の原因（自己診既表示記号）びアルファベットと数字で表示します。 


(自己診断表示） 


原因（ち全装盾） 


処垣方法 




I 燃焼.温風空気取入ロフィルターびつまっていませ 燃巧•温風空気取入□フィルター 

んか？ (過が防止装ちび作動） I を掃除ずる。 （(1^25 ページ） 

»遍風吹出口や前面ガードがふさがっていませんか？ 

(遇热防止装垣び作動） 


•停電があった。〔停巧巧を装苗が作動） 

•電源フラグをコンセントに差し込むとさ、運転スイ 
ツチび「入」になっていませんでしたか？ 




>強い地震 <震度日（強） W 上1•衝擊を受けていま 
せんか？ 

(巧巧自巧消乂装置が作動） 


給油タンクを本体から取りがしている。 


I 口油びなくなっていませんか？ 


•給油タンク受に水やごみがたまっていませんか？ 



lllffll 陌|| 


►20 砂間音でお巧 
6せします。 

> ランプ点お 


>室巧の換気が不足していませんか？ 
(不完を燃規防止装 H が作動） 


I 燃焼部にシリコーン酸化物やタールが付着していまず。 



異ちのお巧6せと処置のしかた 










































-马巧础う 

巧ぶ A れを 


♦本体が冷えたを、電源プラグを巧いてか5行ってください。 
♦電気部品やま全装置は絶対に分解-調節しないでください。 


1151 燃焼*お風空気 
^戶取入ロフィルタ- 
の掃除 


ほこりは掃除機で吸い取る。 

燃焼-通風空気取入□フィルター 


こ^^^ 

-- イ' 
=訂1ジ I 


掃除機 

>取れにくいほこりは歯ブラシなどで落と 
しなび5、掃除機で吸い取る。 


お願い 


I 灯ミ由や巧油でめれたほこりは、絶対に掃 
除機で吸わせないで<ださい。 

室溫センサーを曲げないようにを意して 
ください。 

•運乾中は掃除機で燃焼-溫風を気取入口 
フイルターの掃除をしないでください。 
異常燃焼を起こしまず。 


1シースンに 

2〜3回 


給油タンク受の掃除 

•灯油に水やごみ力 S 混入 
することびあ0まずの 
で、下記にがってお除 
をしてください。 


給油タンク受を取り出ず 


1 

I 油受皿 


、給知タンク受 



2 給油タンク受の 
ごみや水を取る 


ごみや水を取る 

•給油タンク受を逆さにし、新聞紙 
などの上に垣いて取る。 


3 給油タンク受を 

ちとどお D にセットする 


1力月に 

1回な上 


本体-温風吹出口の掃除 

♦ほこりは掃除磯で吸い取る。 

•油や巧れは、家庭用台所洗剤（中性）を薄めたちのを 
付けた布でふき、かねいたやわらかい巧でふき取る。 


前面ガードの掃除 


温風吹出口は、ほこりや白い粉がつきを色ずることがありまずので、家庭 
用台所洗剤（中性）を薄めたものを付けた布でふき、かわいたやわらかい 
巧でふき取る。 



L お願い （ NOT に E )] 


♦本体をベンジン-シンナーなどでふかないでくださし、。 


2 已 


曰常の点なとお手入れのしかた 


ン > ^ I、；’ 



周囲の可燃物の確認 給油タンクの点巧 

♦本体の周囲に、燃えやすいものが ♦給ミ由口 - 口をにさぴ、をお、回乾不良 

ないか常に確認して<ださい。 および破損びあるとをは、 

新しい給油タンク-□をと取り替える。 
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曰常の点巧とお手入れのしかた 


巧れたり、 

口油が通り 
にぐくなつた 

-とき - 

給油フイ ルターの 交換 

• 巧れたり、灯油び通りにくくなつた場合は 
交換してください。 


1觀游寶驗 

■ 向に巧して給油フイルター 


をはずず 


給油タンク受 



古い 

給油 フイルター 




2 


な巧タンク受の内側におる 
巧風こ、巧しいお巧フイル 
夕一の巧を是し化む 

給油タンク受 


巧 ごぶ苗 t 


新しい 

給油フィルター 


お願い ( NOTICE ) 


給ミ由フイルターは必ず取り付けてくださし、。 
取り付けないで使用ずると、器具の故障の 
原因になりまず。 


1シースンに 
1即: U : 

クリーニング（か5焼を） 

む油を気化させる部品にたまった夕ールを、 

か5巧きずることによ0取0除きまず。 

巧のよ5なとをはクリーニングをしてくだを 
し、。（クリーニングはが2時間かかりまず） 
•デジタル表示に rui 7 j を表示したとき 
•点义しない、炎びかさい、黄乂燃焼になる、 
•においび強い 

参シースンの終ね0でおしまいになるとを 
(またはシースンの始め） 


準備 


油受皿の灯油を完全に巧き取らないと 
空焼さにな5ずクリーニングでをません。 


①ファン ヒーターを 室外に出ず 

•クリーニング中はにおいや煙が出まず。 

⑤^^油タンクと給油タンク受を取り出ず 


上ぶた 


油受皿 


給油 
タンク受 


を 


⑤油受皿及び給油タンクのな油を給油 
ポンプでおを、巧ききれないときは、 
灯油を付属のスボイトで巧く 



I _ 適当な容器(約 1 L ) _ 

④給油タンク受、給泊タンクを元通りに 

セツトずる 

•上ぶたを閉める。 

の①〜④が終わった S 、 


次ページの< 


へ進んでください。 


技ま細が S 巧班/分 it / a 巧バヮ — 

因□口 □ 1 □•.口日口□□夕を 

タイ7-赃 


① 電源プラグをコンセントに差し込む 

② 運転スイッチが「切」になっているか確認ずる 

•デジタル表示部に ruioj 表示しているときは、運乾スイッチを「切」にしてください。 

•運乾スイッチが「切」でないと、次の操作ができません。 

⑤ クリーニングボタンを約3秒間ピッと音びずるまで押しつづける 

♦デジタル表示部にに!]び表示されまず。 

④運乾スイッチを「入]にずる 

•運乾ランプび点巧して、デジタル表示部の表示びに固になり、クリーニングを開始しまず。 

⑥ に图表示び点滅ずるまで放置する（約2時間かかりまず） 

• デジタル表示部が臣图一に固一に互…と変わり、に图表示び点滅すると、クリーニングは終了です。 

⑥運おスイッチを「切」にずる 


クリーニングが終わったら 


引き続き使用されるとき(シーズン中) 


おしまいになるとき(シーズン終わり） 


①給油タンクに新しい灯油を給油し 
て本体にセットし、約1分後に運転 
スイッチを「入」にずる 


お願い （ NOTICE ) 


I 誤って不良な油を使用したために、クリ 
一ニングするとき1回で完全に回復しない 
場合は、2〜3回巧ってください。 

I クリーニンクを途中で止めると効果があ 
りません。■に因-表示になるまで巧ってく 
ださい。 


①電源プラグをコンセントか5巧く 

③なをは、 r 保管のしかた J にしたび 
つて保管ずる 

(励29ページ手順 r 引 m ) 


•巧 


•クリーニング中に移動したりずると表示が点滅が態にな 
り、運転を停止します。運輯スイッチを「切」にし、再度 
手順⑤からやり直して<ださい。 

•クリーニング中は電磁ポンプの空巧ち音(ポコポコ》びし、 
送風になりまずが、異常ではありません。 

• クリーニング中「カチッ」 r カチッ」と音がして、照明が 
—瞬変化することがありますが、異常ではありません。 
















曰常の点巧とお手入れのしかた 


ー デジタル表示に -— - 

細〜 H 33」 を 
就したとき-- 

油受皿に水がたまって 
いる場合があります 


■ 油受皿の水の確認のしかた 

明るい場所で、給油タンク受を取り、油受皿の中を見るとな油と 
水が分離して二重に見えます。このようなときは、油受皿に水が 
たまっていまずので、下記の手順にしたがって、ミ由受皿の水抜き 
をして < ださい。 


市販の給油ポンプと付属の 
スボイトでむ油を巧き取る 


>おいたな油の処分は、'な油をお買いずめ 
になった販売店にご相談ください。 


〇給 
/給 

い 

fm 


給油タンク受をセットし、 
給油タンクに新しい巧油を 
給油ずる 


3 


4 


給巧タンクを本体にセットし、 
約1分待って運転スイッチを 
「入」にし、再点义ずる 

• このとき白煙が出ることがありまず。 

1回で点义しなかった場合、 
再び点义操作ずる 


-給油ポンプ 
!>. (市販品） 


j 油受皿 !I 


給油タンク受 


f 適当な容器（約 1 L ) 



スポイト（付属品） 


定期点検について 



長期間ご使用になりまずと機器の点檢が必要になりまず。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げの販売店または修理資格者【財団法人日本石油 
燃焼機器保守協会 ( TEL 日 3-3499-2928) で巧う技術管理講習食修了者（石油機器技術管理±)など】 
のいる販売店などにご相談され、点検依頼されることをおすずめします。 


部品交換について 

交換部品は石油遠ホヒーターをお買い上げの販売店でお求めください。必ず、純正部品 
をお使いください。 

不完全な修理は危険です。お買い上げの販売店または財団法人日本石ミ由燃焼機器保守協 
会で行う技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受けください。 

消託-劣化しやずい音 B 品 

• 使用期間により交換び必要な部品 • 密賀な油、不純灯油の使用によりお f ヒしやずい 

電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、 部品 

給油フィルター、電磁ポンフフィルター、アー給油フィルター、電磁ポンフ、気化器、 

スリング 温風吹出口、電磁ポンプフ V ルター、 

ソレノイド 

別売品 

給油フィルター 
給油口 □金 
給油タンク（□金付） 


f 呆管のしかた 


A 給油タンクを取り出し、巧油を抜き取る 
I •水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に) 


2 給ミ由タンク受の掃除をずる 

♦ 25 ページの手順「1」と「2」のみ巧う。 

3 消义ずるまで燃やし巧り、油夏皿巧の巧油を 
付属のスボイトで巧を取る 
•水、ごみを残さない。（さび、巧あきの原因に) 
•急ぐ場合は市販の給油ポンプで油を巧く。 


4 クリー ニン グ（か5焼を）ずる 
(厮26ぺージ） 

•バーナーの寿命を狸ばし、長くご使用 
いただ < ためです。 


本が、燃焼•温風空気取入ロフィルター、 
% J 溫風が出□を掃除する 
(陳25ぺージ） 


6 里源コードを束ね、付属のスポイトとともに 
コードホルダー善し込み巧に差し这む 

〔豚7ぺージ） 



^7乾燥した場巧に保管する 
t •傾けたり、横倒しにしない。 


•の油の廃棄 
• 本体の廃棄 


灼■油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった版売店にご相談くださし、。 
本がの廃棄処分は、給袖タンク、油受皿の巧独を抜いてください。 


29 














部品交換について 


交換部品は石油違ホヒーターをお買い上げの販売店でおホめください。必ず、純正部品 
をお使いください。 

不完全な修理は危険でず。お買い上げの販売店または財団法人曰本石ミ由燃焼機器が巧協 
会で行ラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受けください。 


消耗-劣化しやずい音 B 品 

• 使用期間により交換び必要な部品 
電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、 

給油フイルター、電磁ポンフフィルター、アー 
ス U ング 


別売品 

給油フイ ルター 
給油口 □金 
給油タンク（口金付) 


保管のしかた 


1給油タンクをおり出し、な油を巧き取る 
I •水、ごみを残さない。にび、巧あきの原因に) 

2 給油タンク夏の掃除をずる 

♦ 2 己ページの手順「1」と「2」 のみ'行う。 

3 消义ずるまで燃やし切り、油受皿巧の巧油を 
付属のスボイトで巧き取る 
♦水、ごみを強さない。（さび、巧あきの原因に) 
♦急ぐ場合は市販の給油ポンフで油を巧く。 


•変質巧ミ由、不純な油の使用によりお化しやずい 

が口 

邵□口 

給油フィルター、電磁ポンフ、気化器、 

温風吹出口、電磁ポンプフィルター、 

ソレノイド 


4 クリー ニン グ（か S 焼を）ずる 
([^26 ページ） 

•バーナーの寿命を趣ばし、長くご使用 
いただ < ためでず。 

本体、燃焼•温風空気取入ロフィルター、 
\ J 湿風吹出口を掃除ずる 

([ IS =^25 ページ） 

6 要源コードを束ね、付属のスポイトとともに 
コー ド ホルダー 差し込み巧に差し込む 
ぺージ） 

7 乾巧した場所に保管ずる 

•傾けたり、横倒しにしない。 


• 巧油の廃棄 
• 本体の廃棄 


灯油の廃棄処分は、な油をお買いホめになった版売店にご相談くださし、。 
本体の廃棄処分は、給油タンク、油受皿の口油を抜いてください。 


曰常の点巧とお手入れのしかた 


デジタル表筑こ 
「 H 31 〜 H 3 引を 
表示したとき-- 

油受皿に水びたまって 
いる場合びありまず 


1 市販の給油ポンプと付属の 
スポィトでむ油をおき取る 

•巧いたな油の処分は、巧油をお買い求め 
になった販売店にご相談ください。 


〇給油タンク受をセツトし、 
f 給油タンクに新しいな油を 
総由ずる 


a 給油タンクを本体にセットし、 
約1分待って運輯スイッチを 
「入」にし、再点义ずる 

• このとき白煙び出ることびあります。 

A 1回で点义しなかった場合、 
4再び点义操作ずる 


定期点検について 

/巧立 li. が’ 

0；[•か 


!長期間ご使用になりまずと機器の点横が必要になりまず。 

I 2シーズンに1回程度、シーズン終了をなどに、お質い上げの販売店または修理資格者【財団法人日本石油 
■ 燃焼機器保守協会 （ TEL 日 3-3499-2928) で巧う巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など】 
のいる販売店などにご相談され、点検依頼されることをおすずめしまず。 



■ 油哀皿の水の確認のしかた j 

明るい場所で、給油タンク受を取り、油受皿の中を見ると巧油と i 
水が分離して二重に見えます。このようなときは、油受曲に水が ； 
たまつていまずので、下記の手順にしたがって、油受皿の水抜き 
をして < ださい。 
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型式の呼び 

AJ - F 45 A 

種 類 

気化式.強制通気お.強制対流お 

点 火 方式 

高圧放電自動点火 

使用 燃料 

灯油 （ J に K 22301号巧油） 

暖房出力 

違ホモード 

「強」 3.50kW 「弱」 0.81 kW 

ig® モード 

r 強」 （ 最大 )4.50kW 「謁」 （ 最小 )0.8IkW 

燃料消費量 

遠ホモード 

「強」3•日 0kW(0.340L/h) 「弱 J 0.8 1 kW(0.079L/h) 

適風モード 

職（最大) 4.50kV\/(0.437L/h) 欄」 (l^Jv)0.81kW(0.079L/h) 

油タンク容室 

710 L 

燃焼継続時間 

遠赤モード 

r 強 J 20.6 時間「弱」目 8.6 時間 

温風モード 

「強 _n 6.0 時間「弱」 88.6 時間 

電源電圧及び周波数 

AC100V 己 0/60HZ 

爲 華 適 室 

《措房のめやず） 

20•〇〜26•己 m2 (12 〜16畳） 

定格消費電力 

最大消費電力（点义時） 610/61 0W 

燃焼時消費電力「遠赤モード」 24/27W 

燃焼時消費電力「湿風モード」 29/29W 

待機時消費電力 1.0W/1.0W 

運乾騒音 
(正面）% 

遠赤モード 

「強」3日服「弱」吕 4dB 

' 湿風モード 

r 強」41服「弱」 24dB 

巧，全；装 置 

. ♦、 . • • 

対震自動消乂装置不完全燃焼防止装置点乂安全装置停電 
安全装置過熱防止装置消し忘れ消乂装置給油時消义装置 

が あ 寸法 

高さ已 39mm x 幅 506mm x 奥行 328mm (置台を含む） 

質 を 

1 4.2kg 

巧属品 

スポイト 


《•盾音の数値は J ほ測定法ほ303 1) に基づく測定値でず。 
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日本エー•アイ•シー株ゴ会ネ王本社〒目 75 ぶが 2 巧庫県加西巿別巧町 395 番地 00790(44)1025 
一 ■ T 一 • ■一 ■ ■ ム^ ■ム FAX 0790(44)2191 

この®品は巧かでは巧用でまません 。 (FOR USE IN JAPAN ONLY ) 

608 ： ★★ 


—ご相談や修理は- 

• 故障修理を依頼されるときは 

次の事項をご連絡ください。 

①故障の状況 
©型式 ( AJ - F 45 A ) 

③ 製造番号（本体ち側面のラベルに記入してあります） 

④ お買い上げ年月日 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に出ずとを、運搬ずるとさは 

給油タンク、油受皿の巧油を抜いてください。 

•お客さまメモ 

アつ ターサービスの ご連絡に便利です。 


故障 • 修理の際の連 結巧 

修理•故障などの アフターサービスについて ご不明な点 
はお買い上げ販売店か、下記へお問い合わせください。 

日本エーアイ•シー巧式含社お客さま相談室 

函0120 -88- 3090 

受付時間：平日9 : 00-17 ： 00 
(±曜•日曜•祝日*夏季休暇 • 年末年始を除く） 


r お買い上げ年月曰 

年 

巧 

日1 

お買レ上げ販売店 




電話 （ 

) 

— 


1担当 J 


長年ご使用の石油遠赤ヒーターの庶巧を 


>石油这巧ヒーターの捕巧用を能巧品の保有巧因は 
投追巧切でを、6年です。 


このぶ5な 
を巧は 
ちりまはんか 


♦ 油をれびする 

♦白煙が出たり、強いにおいびする 
•運転中、異常な音びする 
参何度お同じエラー表示び出る 
• その他の異常や故障がある 



故障や事故防止のため、スイツチを 
cI'lEffl 切り、コン t ントから電源フラグを 
ホ I 卜 おいて販売店に点検.修理をご相談 

^ J <ださい。 _ 

《2シーズンに1回程度の定蘭点検をおすすめしまず。 


日本ェーアイシー i lMli で横索してください。 

X 

www.aladain-aic.com 


• 性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

乾居される場合 ， 

♦転居のときなど車で運搬ずる場合は、給油タンクを抜き、油受ざらのな油を抜き、横倒しや斜めにしないで 
運搬してください。振動や傾いたとをにな油がもれまず。また故障の原因にもなりまず。 


石油違/赤ヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造む切りを、6年でず。 


•保証書の記載內容によりお買い上ばの販売店か修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧ください。 
•保証期間が過ぎてか S の修理については、お買い上げの販売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの希望により有料修理いたします。 

この取扱説明書と本かに表示されている禁止事項-ま意事項および®お使用に反して 
使用された場合の故障-事故は補償いたしません。 

補修部品の保証期間について 


保証期間はお買い上げの日より1年間でず。 


保証書について 

添付しております保証書は販売店でお;度ししますか e 、 所定事頂の記入および記載内容をご確認のうえ保管してください。 


保証と アフターサービス 




























